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秋風の心地よい季節となりました。 

今年は穴窯つくりをメインに、土に親しむ1年となりました。作陶会後、参加者の中から４～５名の方が入会されるとの嬉し

い報告がありました。 

10月11日、森田代表理事と道中事務局員が “Artist in Residence at IGA 2006” の開催意義や内容説明のため、

伊賀市長と会談しました。青山町から伊賀市となりましたが、市長は継続事業として進めていく意欲を語ってくださいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

     

8/6 外礒さんより窯の構造・作業手順の説明   型枠を取り外すところからスタート          着々と床はりが進みます 

     

   8/8     側壁完了              8/9 アーチ部・屋根を積んでいきます    両側壁から進み、1 段目はあと一息 

     

  8/11 窯全体に化粧土を盛っていきます   8/13 屋根の棟上げ→気を付けて！            8/14  完成 

 

造形ワークショップ「穴窯つくりに挑戦」には、地元からの多くの方々も含め、全部で４０名余りの方の参加があり

ました。また、ボランティアで参加してくれた若者たちも 1０名以上となり、アトリエはさながら合宿所となりました。 

窯つくりに参加した皆さんはそれぞれ制作活動をしている方も多く、屋根作りや薪割り等も玄人はだし、教えてい

ただくことも多く、作業はとてもスムースに進みました。 

完成した窯をどう活用していくかが、これからの課題です。広く開放し、交流の核にしていけたらと思います。 

穴窯が完成しました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作陶会をしました 

 

 

 

 

 

      

穴窯内部                    ひたすら割ります             割った薪を束にして乾燥します 

      ただいま乾燥中です。       手斧を持つ若者もベテランも力が入ります。  アトリエの主のおふたり。名コンビでした。 

薪割りはまだまだ！ 

焼成には、膨大な量の赤松の薪が必要です。購入すると約４０万円以上の費用がかかります。地元の木を切

らせていただき、前回の『薪割り』から薪割り機も購入し作業性も一気に向上しましたが、まだまだ足りません。 

11/26(土)に最後の薪割りをします。多くの方のご協力をお待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

外礒さんより技法の説明                 制作開始                    電動ろくろの実演 

こちらは、板(たたら)作り         つくりたい作品にあう技法を選びます       スーッと引きあがる粘土に感動 

     

      完成間近                      成形完成                    ２日目のランチ 

ひも作りの作品も                                         昼食を持参されていない方には森田さん 

だいぶ積みあがってきました                               お手製のカレーが用意されました 

10/22･23 の両日、作陶会を行いました。のべ２０名余りの方が参加しました。 

穴窯つくりでお世話になった外磯さんに、ここでも講師をお願いし、「ひも作り｣、｢板(たたら)作り｣、｢電動ろくろによ

る制作｣を教えていただきました。 

ひとりで10点近くの作品を作った方やひとり当たり5キロの粘土では足りなくなり追加した方など、みな、精力的に

制作し、４０点以上の作品ができました。しっかり乾燥させて、いよいよ１２月には穴窯で焼成します。 

作品の持ち込みはまだまだ募集しています。12 月 24 日(土)に窯詰めします。当日お持ち下さい。 

焼成は 4～5 日続きます。人手が必要です。年末のお忙しい日々と存じますが、多くの方の参加をお待ちしてい

ます。見学も大歓迎です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

去る１０月１４日、会員の原田春子さんが亡くなられました。１２日朝に倒れられ、その２日後、旅立たれました。 

故人は本法人のことをとても大切に思ってくださり、実技講習会等への積極的な参加に加えて、展覧会の会場

当番、レジデンスの食事作りや毎日のお茶づくり、さらにアトリエの畑や周辺の整備等々、法人の活動を献身的にさ

さえてくださいました。 

何より、今年のメインプロジェクトの「穴窯つくり」は原田さんと金中さんの発案で始まったものです。作品づくりをと

ても楽しみにしておられ、倒れる前日まで粘土を練っていたとのことです。返すがえすも残念でなりません。 

原田さんの残してくださった‘もの’や‘思い’を大切にしていきたいと思います。 

１２月２５日の穴窯の初の火入れは、原田さんのご冥福を祈り、故人を偲ぶ集いにしたいと思います。 

多くの方の参加をお願い致します。                                           合掌 

 

１０月より新しいドメインを取得し、レンタルサーバーの使用が可能になりました。 

11 月 1 日(火)、ホームページを移転します。 

E メールアドレスも変わります。お手数をおかけしますが、アドレスの変更をお願します。 

（１２月３１日までは、ホームページ、E メールとも、旧アドレスも併用して使えます。） 

 

アドレス：http://www.appfi.org 

Eメール ：contact@appfi.org 

 

 

ご意見、ご感想、ご質問、また展覧会情報等も、メールや BBS（伝言板）にお寄せ下さい。 

BBS には画像も貼れるようになりました。ぜひご訪問下さい。 

最後に悲しいお知らせです 

お願 い 

 

 ●新しい年度となり、半年余りが経ちました。 
恐縮ではございますが、継続会員の方の中でまだ入金されていない方は、年会費の入金をお願いします。 

 

郵便口座：００８９０－１－１０６３４６    NPO アーツ プラネット プラン フローム イガ 

 

  

 

 

11 月 1 日、ホームページを移転します 

 

「風と土のかたち展」は、３月開催予定でしたが、現在申請中の“Artist in Residence at IGA 2006”のプレイベント 

として、2006 年 5 月 14 日(日)～21 日(日)に開催することになりました。〈搬入 5 月 13 日(土)〉 

 多くの会員の方に参加していただきたく、作品の準備をぜひお願いします。 
 

 

・2004 レジデンス参加作家・外磯 秀紹さんの展覧会（グループ企画展）が、開催中です。 

京都大学 高等教育研究開発推進機構 特別企画展  「流動・FORM・表現」 

10 月 11 日(火)～11 月 15 日(火)  9:00～19:00（土･日･祝日は閉館） 

京都大学 吉田南総合館 北棟・吉田南 1 号館 BF（入場無料） 

詳しくは→http：//www.z.k.kyoto-u.ac.ｊｐ/gallery.cgi 

展覧会のお知らせです 

「風と土のかたち展」の日程が変わりました 


